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ごあいさつ

宮若市では、市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆さまにまちづくりに

関する情報を積極的にお知らせし、情報の共有に努めております。そのひとつとして、決算の概

要をわかりやすく説明した「宮若市マネーブック～わかりやすい決算書～」を作成しており、こ

のたび、令和４年度分の決算内容をまとめたマネーブックが完成しました。

令和４年度一般会計においては、新型コロナウイルス感染症の対策や影響を受ける市民、事

業者の方々を支えるための支援をはじめ、様々な施策を進めてきましたが、国・県の制度を活用

して歳入の確保を図るとともに、ふるさと納税の増加や間断ない行財政改革を進めてきた結果、

黒字決算となりました。

令和４年度に実施した主な取り組みとして、まず、私が市長就任以来、特に力を注いできまし

た市の最上位計画「第２次宮若市総合計画後期基本計画」（計画期間令和５～９年度）を策定し

ました。また、気候変動を背景とする地球温暖化への対応として、2050 年までに温室効果ガス

の排出を全体としてゼロにする「ゼロカーボンシティ」を表明し、今後更なる取り組みを進める

ほか、頻発・激甚化する自然災害の対応として、鶴田地区の排水施設整備を行い、災害対策を

進めるなどこの豊かで美しい自然環境を将来に繋げていくための基盤づくり等を進めてきたとこ

ろです。

宮若市は市制施行１８年目を迎え、今年度より第２次宮若市総合計画後期基本計画がスター

トしました。この計画に掲げる各施策の着実な実施に向けて、全力で取り組みを進めるとともに、

誰一人取り残さない、市民目線・市民主体の観点の下、宮若市の魅力を最大限に活かし、発展させ、

さらに創造を重ねながら、このまちに住む皆さんが「住んでよかった」「これからも住み続けたい」

と感じ、誇りを持てるような輝くふるさとづくりに向けてさらに邁進してまいりますので、今後

とも皆さまのご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。

令和 5 年９月
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はじめに

 
宮若市では、市民の皆さんと協働でまちづくりを行うため、市の情報を積極的に

公開しており、その１つの方法として、予算書と決算書の概要版を作成し、市民の
皆さんに配布しています。

このマネーブックは「第２次宮若市総合計画」で定めた６つの基本方針に基づいて
構成しています。基本方針ごとに、どのような事業を行い、どれくらいのお金を使っ
たのかをできるだけわかりやすく紹介しています。

なお、個々の事業の内容については、直接担当課までお問い合わせください。

　宮若市では「ひと・みどり・産業が輝く ふるさと宮若」を将来像としてま
ちづくりを行っています。この実現に向けて、６つの基本方針を定めています。

ま ち づ く り の 基 本 方 針

ひと・みどり・産業が輝く
ふるさと宮若

将来像

自然環境

生活基盤
・

都市基盤
産業

保健
・

福祉

教育
・

文化

市民協働
・

コミュニティ
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令和４年度　宮若市一般会計決算
歳入　１８９億７，０９４万円 　　　　　　　
歳出　１７８億９，４２９万円
差引　  １０億７，６６５万円

市税
　５１億３，０６３万円
　（２７．１％）

分担金・負担金
　５，２７６万円
　 （０．３％）

使用料・手数料
　３億８，０３０万円
　（２．０％）

繰越金
　１４億８４５万円
　（７．４％）

その他
　１１億９，３２２万円
　（６．３％）

地方交付税
　３４億５，３６４万円
　（１８．２％）

県支出金
　１２億９，３７６万円
　（６．８％）　

国庫支出金
　３９億５，０８２万円
　 （２０．８％）

各種交付金
　１１億７，７２８万円
　（６．２％）

市債
　９億３，００８万円
　（４．９％）

自主財源 　４３．１％（前年度比 ＋９．４％）
　市が自主的に収入できるお金のことで、市税や負担金、使用料、繰越金などのことです。この割合
が高いほど財政が安定し、自主的な事業に取り組むことができます。
　ふるさと納税が増加したことにより、その他の収入のうち寄附金が増加しています。

依存財源 　５６．９％（前年度比 −９．４％）
　国や県から交付されるお金のことで、国・県支出金、地方交付税、市債などのことです。光陵小学
校の整備完了などにより、市債や国庫支出金が減少しています。

歳 入

依存財源
 ５６．９%

自主財源
 ４３．１%
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義務的経費　４８．５％（前年度比 ＋６．３％）
　市職員や議員などの人件費、児童・高齢者・生活困窮者などの支援に要する扶助費、市の借金の
返済である公債費のことで、この割合が高いと財政構造が硬直化し、自主的な事業が制限されます。
　新型コロナウイルス感染症対策として実施した子育て世帯への給付金が減少したことにより、扶助
費が減少しています。

投資的経費　１１．７％（前年度比 −１５．８％）
　道路や公共施設の整備、災害復旧などにかかるお金のことです。光陵小学校の整備が完了したこと
などにより減少しています。

その他の経費　３９．８％（前年度比 ＋９．５％）
　施設の維持管理や委託料などの物件費、各種団体や消防署・介護保険広域連合などへの負担金、
特別会計への繰出金などのことです。ふるさと納税の増加に伴い積立金が増加、エネルギー価格上昇
に伴う電気使用料の高騰により物件費が増加しています。

歳 出

人件費
　２３億４７６万円
　（１２．９％）

扶助費
　４７億７１９万円
　（２６．３％）

公債費
　１６億７，４８８万円
　（９．３％）

物件費
　２５億７，６６５万円
　（１４．４％）

投資的経費
　２０億９，４２６万円
　 （１１．７％）

補助費等
　２１億１，２８７万円
　（１１．８％）

繰出金
　１３億７，１６９万円
　（７．７％）

維持補修費
　１億８４７万円
　（０．６％）

その他
　９億４，３５２万円
　（５．３％）

義務的経費
４８．５%

その他の経費
３９．８%

投資的経費
１１．７%
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財政力指数は財政の自立性を測る
もので、「１」に近づくほど財源
に余裕があるといえます。
企業の設備投資により、固定資
産税が増加したため、高くなりま
した。

グラフで見る財政状況
宮若市の財政指標をグラフで見てみましょう。経年変化を追うことで市の財政が好転しているのか悪化
しているのかを捉えることができます。

財政力指数

０．６５０

０．６００

０．５５０

０．７００

R１ Ｒ２ Ｒ３

０．６４１
０．６３２

経常収支比率

１００．０

９５．０

９０．０

８５．０

８０．０

経常収支比率は、財政構造の弾力
性を表すもので、安定して収入され
る財源に占める固定的に支出される
経費の割合です。数値が低いほど柔
軟な財政運営ができるといえます。
普通交付税や市税が減少したため、
高くなりました。

８９．４

８７．０

９１．７

０．６３９

（単位：％）

Ｒ４Ｈ３０

０．６０２

９４．８

０．６２７

８９．２

０．５００

R１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４Ｈ３０
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Ｈ３０ R１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

市債残高

基金残高

１４，０００

１３，０００

１２，０００

１１，０００

１２，６６８

１３，０７５
１３，２５９

（単位：百万円）

基金とは、市の貯金のことです。
経済情勢の著しい変動等による収支の悪
化に備えるための財政調整基金やその他
特定の事業を行う目的で積み立てを行っ
ている基金などがあります。
施設整備等基金などへの積み立てにより
増加しています。

１３，８９５

２２，０００

２１，０００

２０，０００

１９，０００

１８，０００

２２，３９５

２０，４３５

１９，７４９

（単位：百万円）

市債とは市の借入金のことです。長年に
わたって使用する公共施設については、
将来その施設を使う人にも平等に負担して
もらう目的もあります。
光陵小学校の整備が完了し、新たな借り
入れが減少したことにより、残高は減少し
ました。

２１，７６３

１９，０９９

１２，４８６

１０，０００

２３，０００

R１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４Ｈ３０
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第
１
章

自然環境と地域景観の保全

■ 不法投棄防止対策の推進　( 環境保全課 )

１６０ 万円

財源　市：１６０万円

　不法投棄防止推進委員による監視体制の強化
や不法投棄防止監視カメラ、看板の設置などに
より、不法投棄の防止に努めました。

また、環境クリーン作戦や遠賀川流域河川一
斉清掃の実施、自治会などが実施している環境
美化運動の支援を行いました。

■ 空家等対策の推進　( 建築都市課 )

７９５ 万円

財源　国：３９５万円　市：４００万円

空家等対策計画に基づき、空家化の予防や適
切な管理などの啓発に努め、老朽化し危険性の
高い空家の解体撤去費用を補助するなど、空家
等対策を進めました。

■ 地球温暖化対策の推進　( 環境保全課 )

２２３ 万円

財源　その他：２２３万円

　地球温暖化対策を推進するための指針とし
て、令和４年度から令和５年度にかけて「第２
次宮若市環境基本計画」（「第２次宮若市地球
温暖化対策実行計画（事務事業編）」を含む）
を策定しています。また、温室効果ガスの排
出削減に努め、２０５０年までに脱炭素社会を
目指します。

第１章 自然環境　

廃棄物処理とリサイクル対策の推進

■ ごみの減量化・リサイクル活動の推進  
  　( 環境保全課 )

１，０２０ 万円

財源　その他：１７万円　市：１，００３万円

ごみの減量化・リサイクルを推進するため、
第２・４日曜日に市内２ヵ所で行っている資源
物拠点回収を継続して実施しました。

また、ごみとして処理されている古紙などを
有効活用するため、リサイクル活動登録団体へ
奨励金を交付するとともに、ごみの減量化を図
るため、生ごみ処理機器やダンボールコンポス
ト購入者への補助金の交付を行いました。

上水道の安定供給

■ 上水道の安定供給　( 水道課 )

７，６５３ 万円

財源　その他：１１９万円
         市：７，５３４万円（うち市債：４，９１０万円）

老朽化による配水管の更新や浄水場施設の整
備を継続的に進め、水道の安定供給に努めまし
た。

下水道等の整備

■ 下水道等の整備　(下水道課 )

６億８，１０４ 万円

財源　国：２億５，３８１万円　その他：２，２１０万円
         市：４億５１３万円（うち市債：３億２，９１０万円）

福岡県が事業主体である遠賀川中流流域下水
道事業の進捗状況に合わせて、詳細設計や調査
などを行いながら、事業認可区域内の下水道管
の整備促進を図りました。

また、遠賀川中流流域下水道事業では、広域
的な汚水処理対策を図るため、福岡県と関連市
町が連携を図りながら整備を促進しました。

豊かなみどりが輝くふるさとを守る、自然と共生したまちづくり
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第
１
章

■ 合併浄化槽整備事業　(下水道課 )

１，７４７ 万円

財源　国：４０６万円　県：５９８万円　市：７４３万円

　汚水処理施設構想に基づき、公共下水道整備
区域以外での浄化槽の設置を推進しました。　
　また、単独浄化槽や汲み取り便槽からの転換
を行う方に補助を行うことで、さらなる合併浄
化槽の設置促進を図りました。

治山・治水・砂防対策の充実

■ 森林環境の整備　( 農政課 )

４，９６９ 万円

財源　県：３，３１６万円　その他：1,549 万円
　　　市：１０４万円

水源のかん養、土砂災害防止など森林の有す
る公益的機能を高めるため、荒廃森林整備に取
り組みました。また、犬鳴山系関係自治体と連
携し、シカの誘引捕獲事業に補助を行うことで
森林被害を防ぐ取組を行いました。

■ 砂防対策の充実　( 土木建設課 )

２，５７９ 万円

財源　県：１，１５０万円
　　　市：１，４２９万円（うち市債：１，２７０万円）

福岡県の補助事業である急傾斜地崩壊対策事
業により、宮日田地区（金生）の整備を進めました。

第２章 生活基盤・都市基盤　

第
２
章

計画的な土地利用の促進

■ 国土調査の実施 （土地対策課 )

１億１１１ 万円

財源　国 :４，４８６万円　県：２，２４３万円
         市：３，３８２万円

　個人の権利や財産を尊重し、国土の開発、保
全、利用の円滑化を図るため、令和４年度は、
長井鶴・山口地区の各一部の地籍簿、地籍図の
作成と長井鶴・宮田・山口地区の各一部の一筆
地調査、測量調査を行いました。

安全・安心で便利な暮らしを確保する
生活基盤・都市基盤づくり

定住・住宅施策の推進

■ 定住促進事業  ( まちづくり推進課 )

９，３５４ 万円

財源　国：１，８５１万円
         市：７，５０３万円

　市内に住宅を取得した方に固定資産税相当額
の奨励金を、市内民間賃貸住宅に居住する新婚・
子育て世帯に家賃の一部を補助しました。また、
これらの制度をイベントやホームページ、SNS
などで PR し定住促進に取り組みました。

■ 河川・水路などの環境整備  
  　( 土木建設課 )

１億８，６３４ 万円

財源　国：3,445 万円　　　　　　　　　　　　　　　
　　　市 :１億５，１８９万円（うち市債：1 億 5,080 万円）

　大雨時、慢性的に冠水している鶴田地区の内
水対策のため、排水施設の整備を進め、災害の
発生予防・拡大予防に努めました。　　　　　
　また、防災重点農業用ため池の劣化状況調査
を行うとともに、地震や豪雨による被害を防ぐ
ため、ため池廃止工事やため池の浚渫を行いま
した。
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第
２
章

■ 市営住宅の保全管理 ( 建築都市課 )

４，９９４ 万円

財源　国：２，１７８万円　県：２５万円　
　　　その他：２，７９１万円

　市営住宅長寿命化計画に基づき、管理戸数の
適正化を図るため、老朽化の著しい空家となっ
た市営住宅の解体工事を実施しました。　　　
　また、市民が快適に住み続けられることや、
市民の消費を促し地域経済の活性化を図るた
め、個人住宅や地区公民館を対象に住宅等改修
補助金制度を継続して実施するとともに、通学
路などを対象としたブロック塀等撤去費補助金
制度を実施することで、安全・安心な環境整備
を推進しました。

道路・交通網・生活環境の整備

■ 幹線道路の整備 ( 土木建設課 )

３億９，１８９ 万円

財源　国：１億３，８６３万円
         市：２億５，３２６万円（うち市債：１億７，０５０万円）

幹線道路・交通網の環境整備は、周辺地域と
連携して舗装改修や歩道などの整備を計画的に
進め、利便性や安全性の向上に努めました。

■ 生活道路の整備 ( 土木建設課 )

１億９，８６１ 万円

財源　国：８７４万円
　　　市：１億８，９８７万円（うち市債：５，１９０万円）

　日常生活で利用する生活道路の維持に努める
とともに、経年劣化した道路の舗装整備を行い
長寿命化を図りました。また、社会資本整備総
合交付金を活用し、前平田・和田線、福丸・湯
原線にグリーンベルトを設置し、歩行者の安全
通行の確保に努めました。 

■ 市民と協働した道路環境の保全
　　( 土木建設課 )

５９３ 万円

財源　市：５９３万円

市民と行政の協働による良好な道路環境の
保全推進を目的とした道路愛護推進活動につい
て、積極的に周知を行うことで活動団体の増加
に努めました。

■ 利便性の高い公共交通手段の確保
　　( 産業観光課 )

１億４５５ 万円

財源　国：１，７９６万円　県：６７９万円　
　　　その他：５４９万円
　　　市：７，４３１万円（うち市債１９０万円）

　現行バス路線の存続を基本に、生活交通手段
の確保に向け、運行の形態やルートの見直しを
引き続き行うとともに、AI デマンドタクシーの
運行を進めました。

また、令和５年度中の宮田バス停交流スペー
スの建設に向けて、基本設計を策定しました。

公園・緑地の整備

■ 協働による公園の管理・活用の推進
　　( まちづくり推進課・土木建設課 )

１，７５２ 万円

財源　その他：２３６万円　市：１，５１６万円

　犬鳴川河川公園や２０００年公園、さくら堤
公園は、市民団体や企業等との協働による管理
を行うとともに、イベントの開催などを通じて、
市民の交流の場となる愛着ある公園づくりに取
り組みました。

消防・防災・防犯・交通安全の充実

■ 防災意識の醸成と体制の強化  (総務課)

１，２４７ 万円

財源　国：４３２万円　市：８１５万円

自助・共助・公助の理念に基づいた地域防災
力の向上に向け、防災マップを改訂し、全戸へ
配布を行うとともに自主防災組織の設立・育成
に取り組みました。

また、防災行政無線のバッテリーなどの消耗
品の更新などを行い、併せて、緊急速報メール
などの多様な情報伝達手段を有効に活用するな
どし、迅速で的確な情報伝達手段の維持に努め
ました。
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■ 交通安全意識の向上　( 健康福祉課 )

１１１万円

財源　その他：１１１万円

　高齢運転者の安全運転意識の向上や、交通事
故の防止、被害の軽減を図るため、安全装置搭
載自動車を購入した方へ補助金の交付を行いま
した。

■ 消防団の充実　( 総務課 )

２，４８２ 万円

財源　市：２，４８２万円（うち市債２，３８０万円）

地域の防災の要となる消防団については、消
防団員の加入促進を図るとともに、消防設備の
充実に努めました。令和４年度は消防ポンプ自
動車を１台購入しました。

■ 犯罪を防止する環境整備　( 総務課 )

１５６ 万円

財源　市：１５６万円

　自治会などによる防犯灯の設置や取替えを支
援することで、犯罪を防止する環境整備を進め
ました。

第
３
章

■ 多面的機能支払交付金　( 農政課 )

３，３１４ 万円

財源　国：１，６６２万円　県：８２８万円　市：８２４万円

　農業や農村は、自然環境の保全や水源のかん
養、良好な景観の形成など多面的機能を有して
いますが、過疎化・高齢化などの進行に伴う集
落機能の低下により、地域の共同活動によって
支えられている多面的機能の発揮に支障が生じ
つつあります。　　　　　　　　　　　　　　
　このため、地域の共同活動に支援を行うこと
で、農用地や水路、農道、ため池などの地域資
源の適切な保全管理を推進しました。

■ 就農者の育成支援　( 農政課 )

３，９００ 万円

財源　県：３,７８０万円　市：１２０万円

水田・園芸農業の生産コスト低減、生産規模
の拡大に取り組む認定農業者・営農組織に対し
て、農業用機械などの導入事業を推進しました。
また、新規就農者の経営確立を支援するととも
に、営農技術の向上等に取り組む認定農業者連
絡協議会の活動を支援しました。

第３章 産業 企業誘致と立地企業の発展を支援し、活力ある産業を育て、
雇用を生み出すまちづくり

農林業の振興

■ 有害鳥獣被害対策の推進　( 農政課 )

７０９ 万円

財源　国：１万円　市：７０８万円

　深刻化する農作物などへの鳥獣被害に対応す
るため、駆除数の増加を図るための補助制度や
猟友会などと連携した駆除活動を強化するとと
もに、電気牧柵などの設置・補助を行うことで、
被害防除に取り組みました。

■ 農産物・特産品の販路拡大　( 農政課 )

３２２ 万円

財源　その他：２８２万円　市：４０万円

　宮若うまい米コンクールを引き続き実施する
とともに、宮若オリジナル米袋を活用すること
で、宮若産米の効果的な PR や販路の拡大に努
めました。また、令和４年度は、九州のお米食
味コンクールを本市で開催し、宮若米にとどま
らず、九州米の知名度の向上にも取り組みまし
た。
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企業誘致の推進

■ 企業誘致の推進 ( まちづくり推進課 )

１億７，１１０ 万円

財源　市：１億７，１１０万円

　自動車関連企業など複数の企業が進出し、市
内の工場用地が不足していることから、工場用
地バンクの充実に努めるとともに、福岡県と連
携し、宮若北部工業用地造成事業の早期完成に
向けて取り組みました。また、引き続き、各種
優遇制度を活用して、企業誘致の推進を図りま
した。

観光の振興

■ 資源を活かした着地型観光の推進    
　 ( 産業観光課 )

３４６ 万円

財源　その他：３４６万円

市のイメージアップを図るため、特産品か
つイメージキャラクターでもある追い出し猫
を観光物産展などのイベントで積極的に活用
して、特産品や観光資源の PR を行いました。

また、Web サイト宮若なびや観光パンフレッ
トなどにより市の魅力を発信するとともに、
民間事業者と連携し、入込客や交流人口の拡
大を図りました。

■ 直方・鞍手広域連携プロジェクト    
　 ( 秘書政策課 )

６３ 万円

財源　市：６３万円

直方・鞍手地域の広
域連携による一体的な
地域振興を図るため、
福岡県と直鞍２市２町
でプロジェクトに取り
組みました。ものづく
りなどの体験交流型プ
ログラムや中高生を対
象とした人材育成事業
を通して、圏域の魅力
を発信しました。

■ 小規模農地などへの支援 ( 土木建設課 )

１６ 万円

財源　市：１６万円

面積が狭小、湧き水による湿田化など、耕作
不利農地の条件改善のために農家が実施する対
象事業を補助することで、増加する耕作放棄地
の発生防止に向けた取組を推進しました。

商業の振興

■ 生活利便性の向上 ( 産業観光課 )

３，１７０ 万円

財源　国：３，１００万円　市：７０万円

買物利便性の向上のため、車両による移動販
売事業に取り組みました。

また、宮若商工会議所・若宮商工会が実施す
るプレミアム付振興券発行事業を支援しました。

■ 特産品の開発・販路開拓の推進　
( 産業観光課 )

２９０ 万円

財源　市：２９０万円

特産品や農産物の販路開拓や宮若ブランドの
確立を図るため、商業者と認定農業者などで組
織する宮若じまん振興会の支援を通じて、販路
拡大や普及促進を図りました。

■ 新規創業に対する支援 ( 産業観光課 )

２００ 万円

財源　市：２００万円

地域経済の活性化と雇用の創出を図るため、
事業所の開設に係る資金の一部や融資に係る利
子の一部を補助することで、創業を促進しまし
た。
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第４章 保健・福祉

社会福祉の充実

■ 相談体制の充実  （保護人権課 )

２，０５４ 万円

財源　国：１，３５５万円　県：３３９万円　市：３６０万円

　生活保護制度に精通した面接相談員を配置
し、要保護者からの生活相談に対する指導・助
言や生活保護の申請手続きなどの支援を行い、
生活保護行政の適正化に努めました。
　また、生活困窮者相談支援体制については、
新型コロナウイルス感染症の影響により、生活
に困窮される方への支援強化のため自立相談支
援、家計改善支援、就労準備支援の三事業の相
談体制を整え、生活困窮者の自立のための包括
的な支援を継続して行いました。

■ 社会福祉協議会の活動支援　　　
　( 子育て福祉課 )

５，８０３ 万円

財源　市：５，８０３万円　

　社会福祉協議会が実施している地域福祉推進
事業、ボランティア活動推進事業、各種相談事
業、高齢者・障がい者（児）支援事業など、福
祉事業活動の拡充を支援しました。

■ 民生委員・児童委員の活動支援
　　( 子育て福祉課 )

２２１ 万円

財源　市：２２１万円　

市民の生活上の相談や高齢者・子どもの見
守りなど、身近な地域福祉活動の中心的な役
割を担う民生委員・児童委員の活動を支援し
ました。

児童・母子福祉の充実

■ 多子世帯への支援  （子育て福祉課 )

３４１ 万円

財源　その他：３４１万円

　多子世帯への支援として、保育所や認定こど
も園、学童保育所の利用者負担額の減免や、届
出保育施設の利用者負担額の補助を行いました。

■ 子育て支援センターの充実
　　( 子育て福祉課 )

６，１４３ 万円

財源　国：１，１０３万円　県：１，１０３万円　　　　　　　
　　　その他：３３４万円　市：３，６０３万円

令和３年度に、地域における子育て支援の拠
点として、子育て支援センター「たけんこ」と「さ
くらんぼ」を整備しました。充実した施設で子
育ての負担や孤独感の軽減が図れるよう、一時
預かり事業や子育て相談などを行いました。

■ 保育サービスの実施  ( 子育て福祉課 )

６億５，５５２ 万円

財源　国：３億３，１９５万円　 県：１億３，５５６万円
         その他：２，７９６万円　市：1億６，００５万円

保育所や認定こども園での通常・延長保育な
どの保育サービスを実施するとともに、幼稚園
における預かり保育などの利用にかかる支援を
行いました。

また、保育所や認定子ども園に対し、特別保
育のための加配職員の雇用や、新型コロナウイ
ルス感染症対策経費に補助を行いました。

さらに、給食材料費や電気料金等の値上がり
に対する支援を行いました。

■ 産後ケアの推進　( 健康福祉課 )

８ 万円

財源　国：４万円　市：４万円

産後間もない時期の育児に関する悩みや不安
の軽減のため、母親と育児の心身面のケアや育
児のサポートを行い、安心して育児ができる支
援体制を整えました。

市民が健康に暮らし、高齢者や子どもを支え合う、
安心な暮らしを高める社会づくり
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■ 学童保育所の運営 ( 子育て福祉課 )

９，９２６ 万円

財源　国：３，１５１万円　県：２，６６５万円
　　　その他：１，０２２万円　市：３，０８８万円

　社会福祉協議会と連携し、学童保育所の安定
的な運営に努めました。

■ 待機児童解消に向けた取組
　 ( 子育て福祉課 )

２，０９４ 万円

財源　国：１５０万円　県：１，３９４万円
　　　その他：４９３万円　市：５７万円

　待機児童を解消する取組として、保育士確保
のための就労支援給付金制度と家賃補助制度を
実施しました。そのほか、保育士の負担を軽減
するため、保育所や認定こども園に保育補助者
の雇用や ICT 化推進にかかる経費などへの補助
を行うとともに、企業主導型保育施設を利用し
やすいよう、利用者負担額への補助を行いまし
た。
　さらに、子育て支援センターにおいて、認可
保育施設に近い開所時間で児童を預かるための
枠を確保し、待機児童の解消に努めました。

■ 不妊治療への支援（健康福祉課 )

１２４ 万円

財源　その他：１２４万円

　令和４年４月から不妊治療が保険適用となっ
たため、保険適用開始前に治療を開始し、令和
４年度中に治療が終わった方について、費用の
一部助成を実施しました。

高齢者福祉の充実

■ 介護予防活動の推進　( 健康福祉課 )

５，１０５ 万円

財源　その他：４，４８９万円　市：６１６万円

　介護予防教室や居場所づくりなどの介護予
防事業を通して、要介護状態などの予防や軽
減、悪化の防止のための支援に努めました。

■ 地域包括ケア体制の確立
　 ( 健康福祉課 )

５，１４６ 万円

財源　その他：５，１３４万円　市：１２万円

　団塊の世代が７５歳以上となる令和７年を目
処に、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最後まで続けることができる
よう、医療・介護・介護予防・住まい・生活
支援が一体的に提供される地域包括ケアシス
テムの充実を図るため、生活支援サービスの
体制整備や在宅医療・介護連携、認知症施策、
地域ケア会議の推進などに取り組みました。

障がい者福祉の充実

■ チャレンジ雇用の実施　( 総務課 )

１３０ 万円

財源　市：１３０万円

　障がいのある人が民間企業へ就職するための
経験を積む機会としてチャレンジ雇用を実施
し、民間企業への円滑な就職を支援しました。
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■ 障がい福祉サービスの提供
　　( 子育て福祉課 )

１２億２，５２５ 万円

財源　国：5 億９，１２０万円　県：2 億９，２９３万円
　　　その他：１，０５３万円　市：3 億３，０５９万円

障がいのある人が住み慣れた地域で自立した
生活が送れるよう、生活環境の整備や相談・支
援体制の充実強化に努めるとともに、各種障が
い福祉サービスの提供を行いました。　　　　
　また、ろう者と健常者がお互いの人格と個性
を尊重しあえる社会の実現を目指すため、手話
言語条例を制定しました。

健康づくりの推進

■ 総合健診の実施 ( 健康福祉課 )

２，１４７ 万円

財源　国：２１万円　県：３８万円　市：２，０８８万円

生活習慣病の早期発見のため、受診勧奨に
より総合健診の受診率向上に努めました。

〈実施内容〉
・健康診断　　　・歯科健診
・骨粗鬆症検診　・肝炎ウイルス検査
・がん検診
 （胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、
   乳がん、前立腺がん）

■ 予防接種の実施  （健康福祉課 )

６，８３６ 万円

財源　国：７４万円　市：６，７６２万円

感染症予防のため、予防接種法に基づく定期
予防接種の実施とともに、高齢者肺炎球菌・風
しんの任意予防接種について助成を行いました。

■ 新型コロナウイルス感染症対策　
　　 ( 総務課・管財課・市民課・保護人権課・　　　　　
　　　子育て福祉課・健康福祉課・産業観光課・　　　
　　　秘書政策課・教育総務課・学校教育課・社会教育課 )

９億８，８８０ 万円

財源　国：９億５，６９６万円　県：４０５万円
　　　市：２，７７９万円

新型コロナウイルス感染症の蔓延を防ぐた
め、国が定める優先順位に基づいた予防接種を
行うとともに、感染拡大防止や感染への不安解
消のため感染対策備品の購入などについて助成
を行いました。また、新型コロナウイルス感染
症収束を見据えた新しい生活様式に沿った事業
の推進、公共施設のトイレ洋式化など、引き続
き感染拡大防止を図りました。
　その他、原油価
格や電気・ガス料
金を含む物価高騰
の影響を受けた方
の負担を軽減する
ための支援も行い
ました。

■ みやわか健康ポイント事業
　　( 健康福祉課 )

１２５ 万円

財源　市：１２５万円

自主的な健康づくりを支援するため、健康づ
くりに関する事業に参加することでポイントを
獲得し、ポイント数に応じて応募者全員に記念
品を贈呈しました。

医療の充実

■ 医療費適正化対策 ( 市民課 )

５ 万円

財源　県：２万円　市：３万円

宮若市の国民健康保険財政の健全化に向けた
取組の一つとして、後発医薬品（ジェネリッ
ク医薬品）の使用による医療費減額通知の送
付を通じて、先発医薬品と同等であるジェネ
リック医薬品の使用を促進することで、医療
費の適正化を図りました。
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■ 特定健診・特定保健指導
　 ( 市民課・健康福祉課 )

２，１８３ 万円

財源　県：１，３２７万円　市：８５６万円

　特定健診は内臓脂肪型肥満に着目した健康
検査であり、メタボリックシンドローム（内
臓脂肪症候群）に該当する人などを対象に生
活指導などを行い、生活習慣病を予防するこ
とを目的としています。

第５章 教育・文化

学校教育の充実

■ 確かな学力の育成　( 学校教育課 )

２，０９９ 万円

財源　国：２１４万円　市：１，８８５万円

幼稚園・小中学校が同じ目標に向かって共通
の取組を推進しながら、子どもたちの生活習慣、
学校教育の基盤づくりと学力向上プロジェクト
E 事業を中心に様々な事業を実施しました。ま
た、放課後学習「みやわかアフタースクール」
を全小中学校で実施し、子どもたちの学習支援
を行いました。

さらに、教員の資質向上のための研修会「み
やわか教師塾」の開催や、学力実態調査・体力
実態調査の実施、トヨタ自動車九州株式会社の
協力を得て、サイエンススクールを継続して実
施しました。

　　

■ 情報教育の推進　( 学校教育課 )

６，１９８ 万円

財源　国：１８５万円　市：６，０１３万円

　国の GIGA スクール構想に伴い整備した ICT
機器を活用した教育効果をさらに高めるため、
ICT 支援員を配置し、教職員の ICT 活用指導
力の向上と学習支援ソフトを導入して学習の個
別最適化を図り、学習指導要領に定める情報活
用能力の育成に努めました。

■ 特別支援教育の充実
  　( 学校教育課 )

２，１９６ 万円

財源　市：２，１９６万円

　小中学校の特別支援学級に在籍している児童
生徒や通常学級に在籍している発達障がいがあ
る児童生徒など、特別な支援が必要な子どもた
ちに適切な教育的支援を行うために、特別支援
教育支援員の配置を行い、特別支援学級などの
教育活動の充実を図りました。　　　　　　　
　また、特別に支援を必要とする児童生徒の就
学などについては、発達障がい相談支援カウン
セラーによる助言や特別支援教育連携協議会の
中で関係機関との情報交換を行い、円滑に連携
しながら、当該児童生徒にとって適切な教育支
援を行いました。

■ 地元農産物を活用した学校給食の
　 提供  ( 教育総務課 )

２５０ 万円

財源　その他：２５０万円　

　宮若米や宮若牛な
ど、新鮮で安全な地
元農産物や畜産物を
積極的に学校給食に
導入することで、地
産地消に取り組みま
した。

また、医療機関と連携を図り受診率の向上に
努めるとともに、健診の結果が生活習慣病の予
備軍や要受診者となる人を対象に、保健師・管
理栄養士による受診指導、生活改善指導を実施
することで、疾病の発症・悪化の防止に努めま
した。

子どもの「生きる力」を育てる学校教育と、
多彩な市民交流を生む社会教育の充実
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■ 教育施設の整備  ( 教育総務課 )

９，４１５ 万円

財源　国：２，４９１万円
　　　市：６，９２４万円（うち市債：４，４１０万円）

　老朽化した宮田北小学校のプールの改修工事
と、校舎及び体育館の外壁等の補修に伴う設計
を行いました。

生涯学習の推進

■ 読書活動の充実  ( 社会教育課 )

１，４５５ 万円

財源　県：１０万円　その他：１５０万円
　　　市：１，２９５万円

　
ふるさと納税を活用して児童書を増やし、お

はなし会・ブックスタート・家読など、児童書
を活用した事業を充実させることで、幼少期の
子どもの読書活動を推進しました。

スポーツの推進

■ スポーツイベントを通じた市民参
　  加の拡大 （社会教育課 )

２８４ 万円

財源　市：２８４ 万円

　スポーツフェスタ
など、幅広い世代の
市民が参加できるス
ポーツ種目によるイ
ベントを実施し、ス
ポーツ活動を通じた
市民交流の充実に努
めました。

■ スポーツ大会・キャンプ地の誘致
　 ( 社会教育課 )

８ 万円

財源　市：８万円

　光陵グリーンパークや西鞍の丘総合運動公園
と市内宿泊施設との連携を図り、広域的なス
ポーツ大会やキャンプ地として誘致に取り組
みました。

青少年の健全育成

■ 体験学習の充実  ( 社会教育課 )

７０ 万円

財源　市：７０万円

　小学生が様々な活動を体験することで、自ら
学び、自ら考える力や豊かな人間性など、生き
る力を育むことを目的として、わいわいサーク
ルやサマーチャレンジ、スプリングチャレンジ
を開催しました。

芸術文化活動の充実

■ 芸術文化活動の推進  ( 社会教育課 )

１３６ 万円

財源　市：１３６万円

市民文化祭やコンサートなどを開催し、市
民が芸術文化に触れる機会の提供に努め、芸
術文化活動の活性化を図りました。

文化財の保護・継承

■ 文化財の整備・保存の推進
　 ( 社会教育課 )

４，４８５ 万円

財源　市：４，４８５万円（うち市債：３，９００万円）

　国指定史跡である竹原古墳の保存管理に引き
続き努め、シンポジウムも開催しました。　　
　また、令和３年度に整備を行った文化財収蔵・
展示・交流センターについては長寿命化を図る
ため外壁補修等改修工事などを行い、市内の
小中学生の学習の場として有効活用を図ると共
に、各種イベントを開催し、歴史文化への興味
関心の向上に努めました。
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第６章 市民協働・コミュニティ

市民参加の推進

■ 広報・広聴の充実　( 秘書政策課 )

２，０８７ 万円

財源　県：５２万円　その他：３３６万円　
　　　市：１，６９９万円

　市民参加の推進や認知度向上のため、本市の
魅力を市内外に向けて広く発信できるよう、広
報紙や市公式ホームページ、公式インスタグラ
ムをはじめとした SNS など様々な媒体を活用し
た多角的で効果的な情報発信を行いました。　
　また、市の概要や、まちの魅力をわかりやす
くまとめた市勢要覧を改訂しました。

地域コミュニティの形成

■ コミュニティ活動の活性化
　　( まちづくり推進課 )

８５ 万円

財源　市：８５万円

職員の地域担当制度については、コロナ禍
の中、４つのブロックで活動が行われ、地域
住民と市職員が協働して活性化に取り組みま
した。

■ 笠松地区地域コミュニティ拠点施
　  設の整備  ( 社会教育課 )

６７１ 万円

財源　市：６７１万円（うち市債：６００万円）

　笠松地区の地域コミュニティ拠点施設である
笠松研修センターについては、老朽化が生じて
おり、令和３年度に施設の総点検及び住民参
加型による整備に向けた基本計画を策定しまし
た。令和４年度はこの計画に基づき、施設の改
修工事に係る設計に取り組みました。

地域情報化の推進

■ デジタル田園都市国家構想の推進  
　　( 総務課 )

３，６２６ 万円

財源　国：３，２６３万円　市：３６３万円

国の「デジタル田園都市国家構想」を受け、
電子申請システム導入などデジタル技術を活用
することで、市民サービスの向上に取り組みま
した。

■ マイナンバーカードの交付推進
    ( 市民課 )

１，４６１ 万円

財源　国：１，４６１万円

　マイナンバーカードを交付申請した市民の方
に申請啓発物品として市指定ゴミ袋を配布し、
普及率の向上を図りました。

人権尊重社会の構築

■ 人権教育・啓発の促進　　　　　
　 ( 社会教育課・保護人権課 )

３６ 万円

財源　県：１６万円　市：２０万円

　令和３年度に策定した人権教育・啓発基本計
画に基づいて、人権講演会や地域懇談会、人権
の花運動などを実施し、身近な差別に気づき、
お互いの人権が尊重される地域づくりを推進し
ました。

市民とともに地域の課題解決に向けて
取り組んでいく協働のまちづくり
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第７章 計画の推進と実現のために

■ 輝くふるさと応援寄附金制度の推進
 　( 産業観光課 )

１億６，０３６ 万円

財源　その他：１億４，２５９万円　市：１，７７７万円

令 和 ４ 年 度 は、 宮 若 市 の ま ち づ くり に
賛同する方からの「ふるさと納税」により
３億６，９６３万円の寄附をいただきました。そ
れらを活用して、特色あるまちづくりを進めま
した。また、返礼品を通じた特産品の販路拡大
につなげるため、ポータルサイトの拡充に取り
組むなど、積極的に寄付の拡大を図りました。

■ 固定資産（土地）評価の価格見直
　し等に伴う標準宅地の不動産鑑定評
　 価委託業務
 　( 税務収納課 )

１，４３７ 万円

財源　市：１，４３７万円

　地価の下落を次年度の固定資産評価額に反
映させるため、７月１日時点における標準宅地
の時点修正率を鑑定評価により求めることで、
市内全域の宅地などの価格修正を行いました。
　また、令和６年度固定資産評価替えにおい
て活用する土地の適正な時価を求める不動産
鑑定評価業務を行いました。

■ 地番現況図などの更新 ( 税務収納課 )

１，６４５ 万円

財源　市：１，６４５万円

課税対象物件の的確な把握による適正な課税
を図るため、地番現況図や公図の通年異動更新
を行い、令和６年度評価替えに向けて土地評価
見直し業務を行いました。

■ 第２次宮若市総合計画（後期基本
　  計画）の策定  ( 秘書政策課 )

６６１ 万円

財源　市：６６１万円

　第２次宮若市総合
計画は、宮若市が目
指すまちづくりの指
針を示した令和９年
度までの１０年間の
マスタープランで、
前期と後期の各５年
間に分けて施策を推
進しています。

令和４年度は、令
和５年度からの後期
基本計画を策定しま
した。

■ 収納率の向上及び滞納対策の強化
　 ( 税務収納課 )

１１０ 万円

財源　市：１１０万円

　収納率向上のためファイナンシャルプラン
ナーによる多重債務者のための過払い利息分の
返還請求など、家計改善指導に取り組みました。
　また、亡くなった滞納者が所有する財産を処
分するため、相続財産管理人選任業務を委託し、
選任された相続財産管理人による財産の処分の
手続きを行いました。
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一　般　会　計
　　歳入総額 １８９億７，０９４万円
　　歳出総額 １７８億９，４２９万円
　　差引残額  １０億７，６６５万円 

                 歳　入
款 　　　　　決算額

 １    市税 ５１億３，０６３万円
 ２   地方譲与税 １億７，４９２万円
 ３   利子割交付金 ７３万円
 ４   配当割交付金 １，１８１万円
 ５   株式等譲渡所得割交付金 ９７９万円
 ６   法人事業税交付金 １億３，７５６万円
 7  地方消費税交付金 ７億３，６０３万円
 ８　ゴルフ場利用税交付金 ５，１４２万円
 9　環境性能割交付金 ２，４１１万円
１０  国有提供施設等所在市町村助成交付金 １３６万円
１１ 地方特例交付金 ２，４７６万円
１２ 地方交付税 ３４億５，３６４万円
１３ 交通安全対策特別交付金 ４７９万円
１４ 分担金及び負担金 ５，２７６万円
１５ 使用料及び手数料 ３億８，０３０万円
１６ 国庫支出金 ３９億５，０８２万円
１７ 県支出金 １２億９，３７６万円
１８ 財産収入 １億２，０６９万円
１９ 寄附金 ３億７，８６４万円
２０ 繰入金 ２億８，７５０万円
２１ 繰越金 １４億８４５万円
２２ 諸収入 ４億６３９万円
２３ 市債 ９億３，００８万円

性質別
区分 決算額

人件費 ２３億４７６万円
扶助費 ４７億７１９万円
公債費 １６億７，４８８万円
物件費 ２５億７，６６５万円
維持補修費 １億８４７万円
補助費等 ２１億１，２８７万円
繰出金 １３億７，１６９万円
積立金 ９億２，３５２万円
投資及び出資金・貸付金 ２，０００万円
投資的経費 ２０億９，４２６万円

目的別
款 決算額

１　議会費 1億４，８１０万円
２　総務費 ２５億９，０２１万円
３　民生費 ６９億８，６５２万円
４　衛生費 １２億９４１万円
６　農林水産業費 ８億２，６１２万円
７　商工費 ６億２，２５２万円
８　土木費 １５億３，５７４万円
９　消防費 ５億６２２万円
１０ 教育費 １６億９，５９９万円
１１ 災害復旧費 ９，８５８万円
１２ 公債費 １６億７，４８８万円

歳　出

資料．決算概要
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歳出
款 決算額

１　総務費 ８，１７６万円
２　保険給付費 ２３億１，８６０万円
３　国民健康保険事業費納付金 ７億３，８０８万円
４　共同事業拠出金 １万円
６　保健事業費 ２，２２９万円
９  諸支出金 １億４，９５１万円

歳入
款 決算額

１　国民健康保険税 ５億３，０６５万円
４　使用料及び手数料 ４０万円
６　県支出金 ２４億６，５９８万円
10  繰入金 ２億８，４６８万円
11  繰越金 7，１７1万円
12  諸収入 767 万円

国民健康保険特別会計
　　歳入総額 ３３億６，１０９万円
　　歳出総額 ３３億１，０２５万円

　　差引残額 　５，０８４万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ７４９万円
２ 後期高齢者医療広域連合納付金 ４億５，１８４万円
３ 諸支出金 ３万円
４ 保健事業費 ６４万円

歳入
款 決算額

１ 後期高齢者医療保険料 ３億１，８８９万円
２ 使用料及び手数料 ５万円
３ 繰入金 １億３，７６８万円
４ 繰越金 １，２９８万円
５ 諸収入 ２４２万円

後期高齢者医療特別会計
　　歳入総額 ４億７，２０２万円
　　歳出総額 ４億６，０００万円
　　差引残額   １，２０２万円

吉川財産区特別会計
　　歳入総額 １０７万円
　　歳出総額 ９２万円
　　差引残額 １５万円

歳入
款 決算額

１ 財産収入 ６万円
２ 繰入金 ９０万円
３ 繰越金 １１万円

歳出
款 決算額

１ 総務費 ７０万円
２ 財産費 ２２万円
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支出　 　　　1億６，９７５万円
款 決算額

原水及び浄水費 １，４９２万円
配水及び給水費 １５８万円
受託工事費 ５，８８６万円
総係費 ３，５５９万円
減価償却費 ５，１７４万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ５６０万円
消費税及び地方消費税 １４５万円
特別損失 １万円

収入　 　　　　 1億８，１８５万円
款 決算額

給水収益 ５，０９４万円
受託工事収益 ６，４６２万円
その他の営業収益 ８万円
負担金 ８１８万円
他会計補助金 ２，４５４万円
水道加入金      ２３１万円
長期前受金戻入 ３，１１１万円
特別利益 ７万円

支出　 　　　　４億６，１２２万円
区分 決算額

原水及び浄水費 １億１，２４９万円
配水及び給水費 ６，５０５万円
受託工事費 ６２１万円
総係費 ４，０５５万円
減価償却費 １億９，１４１万円
資産減耗費 ２０６万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ２，２１５万円
消費税及び地方消費税 １，６７５万円
特別損失 ４５５万円

収入　 　　　　　 ５億３６５万円
区分 決算額

給水収益 ４億７３９万円
受託工事収益 ６２２万円
その他の営業収益 ３２万円
負担金 １，８４７万円
他会計補助金 ２２万円
水道加入金 ３６３万円
長期前受金戻入 ６，２９１万円
雑収益 ５３万円
特別利益 ３９６万円

水道事業会計

（１）収益的収入及び支出

簡易水道事業会計

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出
収入　 　　　　　　 ５，０２９万円

区分 決算額
企業債 ４，９１０万円
負担金 １１９万円

支出　 　　　　２億２，４５５万円
区分 決算額

施設改良費 ７，６８２万円
固定資産購入費 ７０６万円
企業債償還金 １億４，０６７万円
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支出　 　　　　５，６６６万円
区分 決算額

建設改良費 ９０７万円
企業債償還金 ４，７５９万円

収入　 　　　　　　 ３，０４４万円
区分 決算額

他会計補助金 ２，８４６万円
負担金 １９８万円

（２）資本的収入及び支出

下水道事業会計

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出
収入　 　　　　 　７億４０５万円

区分 決算額
企業債 ３億２，９１０万円
国庫補助金 ２億５，３８１万円
負担金及び分担金 ２，２１０万円
他会計負担金 ２，９４７万円
他会計補助金 ６，９５７万円

支出　 　　　　８億２，７６８万円
区分 決算額

建設改良費 6 億８，１０３万円
企業債償還金 １億４，６６５万円

収入　 　　　　 　４億７８２万円
区分 決算額

下水道使用料 ５，４６６万円
雨水処理負担金 ７７８万円
その他の営業収益 ２３万円
他会計負担金 １億４，０５７万円
他会計補助金 ７，２６１万円
補助金 １００万円
長期前受金戻入 １億４５０万円
消費税還付金 ２，６４５万円
雑収益 ２万円

支出　 　　　　３億８，０９６万円
区分 決算額

管渠費 ２４５万円
ポンプ場費 ４７９万円
業務費 １０７万円
総係費 ４，２７２万円
流域下水道維持管理負担金 ８，３０７万円
減価償却費 １億９，９０７万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ４，７７９万円



本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課

総務係 議案、条例・規則等の制定改廃、文書管理、情報公開、個人情報保護など
３２−０５１１人事係 職員の人事、給与、研修、福利厚生、衛生管理、安全管理、組織管理など

防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など
情報政策係 電算システムの開発管理、セキュリティ対策、ICTの利活用など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１契約検査係 契約、請負業者の指名・入札など

市 民 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録、選挙管理委員会など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、公費医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課
市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３資産税係 土地・家屋・償却資産の評価、固定資産税の賦課など
納税管理係 市税・国民健康保険税の徴収・滞納対策、市税等諸証明の交付など ３２−１００８

秘 書 政 策 課
秘書広報係 秘書、広報、シティプロモーション、ホームページ、表彰など

３２−０５１２政策推進係 総合計画、総合戦略、広域行政、人材育成、国際交流など
財 政 課 財政係 予算編成、執行管理、財政計画、行財政改革、地方交付税、市債など ３２−０５９０

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園・2000 年公園管理など ３２−０７７３企業誘致推進係 企業誘致など

子 育 て 福 祉 課
地域福祉係 民生・児童委員、社会福祉協議会、地域福祉計画、戦傷病者遺族等援護など ３２−０５６２
子育て支援係 児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談、保育所、学童保育など ３２−０５１７
障がい者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５４１

健 康 福 祉 課
健康対策係 健康づくり、各種保健事業、予防接種、母子健康手帳交付、精神保健など ３２−１１７７
高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、高齢化対策など ３２−０５１５
地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課
事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７保護係 生活保護に関することなど
人権福祉係 人権・同和対策、男女共同参画、隣保館など ３２−０７６５

環 境 保 全 課 環境衛生係 ごみの収集、し尿処理に関すること、犬の登録など ３２−０５１６環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄対策、脱炭素社会など

産 業 観 光 課 商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進、公共交通など ３２−０５１９観光推進係 観光振興、ふるさと納税、いこいの里千石など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、市道の認定、道路台帳、占用使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課 建築都市係 都市計画、建築協定、緑化対策、市営住宅の維持管理、空き家対策など ３２−０９５５住宅管理係 市営住宅の入退去、特定鉱害復旧等申出事務、住宅改修助成など

土 木 建 設 課
維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など
農業土木係 農業用施設等の維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止事業など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など
会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

教 育 総 務 課 教育総務係 幼稚園・小中学校の維持管理、スクールバスの運行、教育財産の管理など ３２−１００７
学校給食係 学校給食、学校給食施設の維持管理など ３４−５５２５

学 校 教 育 課 学校教育係 児童・生徒就学、奨学金、通学区域、学級編制、教育支援センターなど ３２−１００７
指導係 授業づくりに関すること、生徒指導に関すること、教職員の人材育成など ３２−９２９２

社 会 教 育 課
公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３

社会教育・文化推進係 図書館、青少年の健全育成、生涯学習、文化財、文化振興、人権教育・啓発
など ３２−３２１０

議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員・公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 窓 口 課 市民窓口係 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
児童・母子福祉、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮若市役所　ダイヤルガイド
事業の内容の詳細などは、お気軽にこちらまでおたずね下さい。
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